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4 月号令和３年

龍郷町の人口　令和３年２月末現在(前年比)　3,120世帯（+14） 男2,909人（+５） 女3,107人（+７） 計6,016人（+12）
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80歳以上で自分の歯を20本以上保持して
いる方々です。

健康長寿者

90歳以上で介護保険利用がなく元気で自
立した生活を送っている方々です。

健康部門　団体
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産業文化の振興発展に積極
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第 22回龍郷町民フェア表彰者ご本人、または保護者の承諾を得た方のみ写真を掲載しています。
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　報告会には、奄美駐屯地の平田浩二隊長、自衛隊
鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所の森田
正所長、龍郷町自衛隊家族会の田畑浩会長、その他
関係者が出席し、門出を祝いました。【入隊者】飯田
秋さん（秋名、写真前列右から２番目）、川畑徹多さ
ん（浦、写真前列右から３番目）、森充さん（大勝、写真
前列右から５番目）、嘉真潮さん（秋名、報告会欠席）

　相談員として、福山道雄さん（芦徳、写真右から
２番目）と重山末𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
が委嘱されました。令和３年４月１日から令和５
年３月31日までの２年間、相談員として自衛官へ
の進路等サポートを行います。相談等は、役場総務
課自衛官募集事務係☎６９-４５１１までご連絡く
ださい。

　「みんなの診療所」（中勝）の原純所長が目指す
「地域の生活の中に自然に当たり前に存在し、地
域の景観に馴染む親しみが持てる建築」が良好な
景観を築いているとし、功績を称されました。

【日本消防協会表彰30年勤続章】豊山弘典【鹿児島県知
事表彰10年勤続章】山田良平/岩崎恵一/竹元章人/牧主
雅之/勝正樹/長知司郎/池健夫/重山忠幸【鹿児島県消
防協会総裁表彰精績章】箕輪利美/永田太輔【同功績章】
榮正光/龍照和/中村伝一/中村博志【鹿児島県消防協会
大島支部長表彰功績章】岩﨑貴海/山田良平/牧主雅之/
重山忠幸/田中大樹/重山拓人/竹元章人/長知司郎【同
15年勤続章】泉公博/永田太輔/別府秀和【龍郷町長表彰
20年勤続章】中村伝一/中村博志/箕輪利美/辺木和彦

敬称略

Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題
Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題

Tatsugo Town Topics

まだまだあります、町の話題！
　　　安木屋場海岸

観光地クリーンキャンペーン

奄美群島観光物産協会、あまみ大
島観光物産連盟、奄美大島観光協
会の３団体主催により、海岸清掃
を行いました。

３.10 　　　　 町内小中学校

小学校71名、中学校51名卒業
「皆さんがあふれるほどの夢をつ
むぎ、未来へ織りなしていくこと
を願っています」と教育長は卒業
する生徒に伝えました。

３.17.24　　  龍郷町小学生バレーボール連盟杯争奪

第16回龍郷町卒業記念小学生バレーボール大会
５チーム45名がリーグ戦で競い、戸口バレーボールス
ポーツ少年団が３連覇を成し遂げました。
試合結果　優勝：戸口 以下龍郷、赤徳、龍瀬、大勝

２.28

令和３年龍郷町消防団表彰式賞

第７回かごしま・人・まち・デザイン賞

みんなの診療所 現代まちなみ部門「ネット大賞」

世界自然遺産子どもオンライン講座

西表島の子どもらと豊かな自然学ぶ

　奄美大島自然保護協議会は、「世界自然遺産子ど
もオンライン講座」を開催。本町から槻木心美さん

（秋名小６年）、宮山來三さん（戸口小６年）、髙優一
郎さん（大勝小５年）の３名が参加し、世界自然遺
産登録候補地の豊かな自然を再確認しました。

２.24

門出を祝う

春より自衛隊へ、出発報告会３.２
龍郷町自衛官募集相談員委嘱式

自衛官の進路等サポート３.２

たつごうサイクルプロジェクト

レンタルサイクルで地域振興目指す

　たつごうサイクルプロジェクトは、電動アシスト
付きスポーツ自転車「Ｅバイク」を用いたレンタルサ
イクルを通して①経済・観光②都市計画③環境④健
康・福祉⑤文化⑥教育の６つの視点から龍郷町全体
の地域振興を目指す計画で、３月から実証実験を
行っています。当事業は、総務省過疎地域等自立活性
化推進交付金（補助率10割）を活用し、９台のEバイク
を導入しました。
　この日は実証実験開始を前に、町内の奄美群島認
定エコツアーガイドと宿泊事業者、関係者らを対象
に試乗会を行いました。実証期間中、利用者アンケー
トやサンプルデータ収集、コースデータ収集、ニーズ
調査、運営管理の策定等を行い、今後、本格稼働を目
指します。

２.13

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。

撮影者：石井紀久

ましお
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【日本消防協会表彰30年勤続章】豊山弘典【鹿児島県知
事表彰10年勤続章】山田良平/岩崎恵一/竹元章人/牧主
雅之/勝正樹/長知司郎/池健夫/重山忠幸【鹿児島県消
防協会総裁表彰精績章】箕輪利美/永田太輔【同功績章】
榮正光/龍照和/中村伝一/中村博志【鹿児島県消防協会
大島支部長表彰功績章】岩﨑貴海/山田良平/牧主雅之/
重山忠幸/田中大樹/重山拓人/竹元章人/長知司郎【同
15年勤続章】泉公博/永田太輔/別府秀和【龍郷町長表彰
20年勤続章】中村伝一/中村博志/箕輪利美/辺木和彦

敬称略

Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題
Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題

Tatsugo Town Topics

まだまだあります、町の話題！
　　　安木屋場海岸

観光地クリーンキャンペーン

奄美群島観光物産協会、あまみ大
島観光物産連盟、奄美大島観光協
会の３団体主催により、海岸清掃
を行いました。

３.10 　　　　 町内小中学校

小学校71名、中学校51名卒業
「皆さんがあふれるほどの夢をつ
むぎ、未来へ織りなしていくこと
を願っています」と教育長は卒業
する生徒に伝えました。

３.17.24　　  龍郷町小学生バレーボール連盟杯争奪

第16回龍郷町卒業記念小学生バレーボール大会
５チーム45名がリーグ戦で競い、戸口バレーボールス
ポーツ少年団が３連覇を成し遂げました。
試合結果　優勝：戸口 以下龍郷、赤徳、龍瀬、大勝

２.28

令和３年龍郷町消防団表彰式賞

第７回かごしま・人・まち・デザイン賞

みんなの診療所 現代まちなみ部門「ネット大賞」

世界自然遺産子どもオンライン講座

西表島の子どもらと豊かな自然学ぶ

　奄美大島自然保護協議会は、「世界自然遺産子ど
もオンライン講座」を開催。本町から槻木心美さん

（秋名小６年）、宮山來三さん（戸口小６年）、髙優一
郎さん（大勝小５年）の３名が参加し、世界自然遺
産登録候補地の豊かな自然を再確認しました。

２.24

門出を祝う

春より自衛隊へ、出発報告会３.２
龍郷町自衛官募集相談員委嘱式

自衛官の進路等サポート３.２

たつごうサイクルプロジェクト

レンタルサイクルで地域振興目指す

　たつごうサイクルプロジェクトは、電動アシスト
付きスポーツ自転車「Ｅバイク」を用いたレンタルサ
イクルを通して①経済・観光②都市計画③環境④健
康・福祉⑤文化⑥教育の６つの視点から龍郷町全体
の地域振興を目指す計画で、３月から実証実験を
行っています。当事業は、総務省過疎地域等自立活性
化推進交付金（補助率10割）を活用し、９台のEバイク
を導入しました。
　この日は実証実験開始を前に、町内の奄美群島認
定エコツアーガイドと宿泊事業者、関係者らを対象
に試乗会を行いました。実証期間中、利用者アンケー
トやサンプルデータ収集、コースデータ収集、ニーズ
調査、運営管理の策定等を行い、今後、本格稼働を目
指します。

２.13

※新型コロナウイルス感染症の影響で、参加者を制限して実施しました。

撮影者：石井紀久

ましお

てったあき

みつる

こころ

らいぞう ゆういち

ろう
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WeLove\Tatsugo/

2021 夏公演予定・青少年ミュージカル

KIKUJIRO

秋名小学校６年　槻木 心美さん

　初めの頃、あまり乗り気ではありませんでした。で

も、きっかけは何であれ、今は大好きです。高校生のお

姉さん達に教えてもらいながら、心を込めて踊って歌

う。それがとても楽しく、とても疲れます。家に帰ると

いつもベッドでぐっすり寝ます。寝る前には、いつも

今日できたこと、あったこと

を話します。たくさん話すこ

とが増えるように、練習を頑

張って、８月の本番でも、私の

全てを出し尽くせるようにし

たいです。

龍瀬小学校６年　宮崎　蒼さん

　僕は正直、ダンスも歌うことも苦手です。けれど、高

校生お姉さん達が「こうするんだよ」と優しく教えて

くれて少しずつ踊ることや歌うことが好きになって

きました。最近の練習では、「西郷堤防」と言う曲を

踊っています。僕は、この曲を踊るたびに嵐の中立ち

向かっていく菊次郎をすごく

尊敬します。本番まで後５ヵ

月です。緊張すると思います

が、全力で歌って踊ったりし

たいです。そして、最高のス

テージにしたいです。

\ 担当者から聞く /
子ども達の成長の様子

　菊次郎ミュージカルを引っ張ってくれる高校生メンバーには、担当者として
頭が下がりっぱなしです。読み稽古や立ち稽古では、高校生の全力で演じる
姿に圧倒され、小中学生にも刺激となり良いお手本となっています。自主
稽古では、自らタイムスケジュールやその日の目標を立て、小中学生が分
かるように言葉を選びながらダンスの振りを教えてくれています。また、
松永さんから出された宿題である台本の方言訳を完成させるため、町内の有志の方
に協力を頂きながら完成させることができました。　　　　　　　　龍郷町教育委員会　重田　美咲

円小学校４年　姫野 千葵さん

　私は、菊次郎ミュージカルを初めて、ダンスの楽し

さが分かりました。高校生がリーダーとなり、振り付

けや歌などを教えてくれます。全員で合わせるのは難

しいですが、自主練などを増やし、８月の公演では、緊

張してドキドキすると思いますが、楽しく歌やダンス

をしたいです。是非、８月の公

演に来て下さい。

龍瀬小学校３年　宮崎　誠一郎さん

　僕は最初、菊次郎ミュージカルに入るのがいやでし

た。でも、やっていくうちに、難しい踊りが踊れるよう

になり、楽しくなっています。菊次郎さんは、台湾の住

民が安心して暮らせるように堤防を作ったり、さつま

町の住民のため武道場や、夜学校を作って頑張ってい

たりしたことを知りました。

僕は、ミュージカルで思いっ

きり踊って、みんなに菊次郎

さんの事を知ってもらうよう

頑張ります。

あおい こ こ ろ

せいいちろう ち 　 い
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国保人間ドックのご案内
あなたもぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立ててみませんか？

　龍郷町では、国民健康保険の資格があり、申請当日40歳か
ら７４歳までの保険料を完納している世帯に属する方が指
定医療機関において、人間ドックを受診される場合、検査料
の一部を助成します。
　但し、2年に1度・世帯につき1人が対象になります。

■ 料 金 表

病院名

区分

健診料

保険者負担

自己負担額

一般
36,300円

26,300円

１0,000円

一般
37,950円

27,950円

１0,000円

女性専用
47,330円

32,330円

１5,000円

一般
62,640円

47,640円

１5,000円

一般
58,649円

43,649円

１5,000円

むかい
クリニック

名瀬
徳洲会病院

奄美
中央病院県立大島病院

人 間 ド ッ ク

　　指 定 病 院 　　　 　健 診 料 金 　
  県立大島病院         38,255円

  名瀬徳洲会病院      31,320円

      自己負担額　10,000円

PET がんドック

　　指 定 病 院 　　　 　健 診 料 金

ＰＥ/ＣＴ
140,000円

自己負担額　70,000円

厚地記念
クリニック

PET検査は、人間ドックをはじめとした、MRI
やCT等と組み合わせ、人間ドックよりも精密
に検査を行う事を目的としています。

※厚地記念クリニックにおいては、全住民
を対象に、10万円の受診料でＰＥＴ/Ｃ
Ｔドックを受けることが出来ます。尚、
交通費につきましては、船運賃相当額の
助成があります。

【申し込み/問い合わせ先】　　　　
龍郷町役場保健福祉課　国民健康保険係　☎0997-69-4514

国保以外の方も対象です

人間ドックの助成を受けたい方は事前に役場での
手続きが必要です。印鑑と保険証をご持参ください。
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今
回
の
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、番
外
編

と
し
て
、多
く
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
出
会
っ
て

き
た
中
勝
集
落
の
中
田
区
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

中
勝
集
落
の
昔
と
今

間
弓「
中
勝
は
約
２
５
０
世
帯
、４
９
０
人
が

暮
ら
し
て
い
る
と
て
も
大
き
な
集
落
で
す

ね
。」

中
田「
中
勝
集
落
は
、本
茶
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

す
る
前
は
陸
の
孤
島
で
、限
界
集
落
に
な
り

か
け
て
い
た
け
ど
、ト
ン
ネ
ル
が
通
っ
て
か

ら
は
ビ
ッ
グ
Ⅱ
や
自
動
車
関
連
、建
設
業
な

ど
の
企
業
や
、民
間
の
ア
パ
ー
ト
や
新
築
の

住
宅
が
増
え
た
。Ｉ
タ
ー
ン
者
よ
り
も
名
瀬

市
街
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、本
島
内
か

ら
の
移
住
者
が
増
え
て
い
る
と
思
う
ね
。」

森「
ト
ン
ネ
ル
開
通
前
の
昭
和
55
年
と
今
の
人

口
を
比
べ
る
と
、約
２
倍
に
人
口
が
増
え
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。集
落
出
身
者
以
外
の
人
口
が

増
え
た
事
で
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
か
？
」

中
田「
自
分
よ
り
上
の
世
代
は
シ
マ
出
身
者

が
多
い
が
、下
の
世
代
は
シ
マ
育
ち
の
人
が

少
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る
ね
。Ｉ
タ
ー
ン
者
、

タ
ジ
マ(
他
の
集
落
)と
か
区
別
は
し
て
は
い

な
い
よ
。

　
島
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
ず
に
帰
っ
て

も
都
会
か
ら
来
る
人
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中

で
の
生
活
は
嫌
だ
と
言
う
人
が
多
い
よ
ね
。

龍
郷
町
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
シ
マ
文
化
が

色
濃
く
残
る
所
で
あ
る
反
面
、台
風
被
害
や

虫
の
多
さ
、人
と
人
と
の
距
離
が
近
く
付
き

合
い
が
多
く
な
る
。ど
の
土
地
で
も
良
い
所

も
悪
い
所
も
あ
る
と
思
う
よ
。」

森「
都
会
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
に
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？
」

中
田「
良
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
移
住
す
る
こ

と
は
オ
ス
ス
メ
し
な
い
。本
当
に
奄
美
に
住

み
た
い
な
ら
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
の
短
期
間
だ

け
の
旅
行
だ
け
で
な
く
、何
度
か
通
い
台
風

や
冬
の
厳
し
い
環
境
も
体
験
す
る
事
を
オ
ス

ス
メ
し
た
い
。そ
し
て
龍
郷
町
の
中
で
も
各

集
落
に
よ
っ
て
特
色
が
違
う
の
で
、色
々
な

集
落
も
知
る
べ
き
だ
と
思
う
。集
落
の
事
な

ら
各
集
落
の
区
長
に
聞
く
こ
と
が
一
番
。住

ん
で
か
ら
は
な
お
さ
ら
、集
落
の
事
を
知
っ

て
行
事
に
は
出
来
る
だ
け
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。中
に
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
集
落
の

区
長
さ
ん
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
。が
っ
か

り
し
ち
ゃ
う
よ
ね(

笑)

」

間
弓「
中
勝
集
落
の
特
色
は
？
」

中
田「
人
口
が
増
え
て
い
る
の
は
住
み
や
す

い
環
境
だ
か
ら
だ
と
思
う
よ
。名
瀬
へ
の
交

通
の
利
便
性
も
い
い
し
、買
い
物
す
る
の
も

困
ら
な
い
し
。ま
た
他
の
集
落
に
な
い
行
事

で
は
豊
年
祭
の
際
に
行
わ
れ
る『
ホ
ウ
ヤ
ヅ

ナ
』。こ
れ
は
独
特
の
文
化
だ
ろ
う
ね
。集
落

入
口
の
上
・
下(
ウ
ー
・
シ
ャ
)に
綱
を
張
り
、

一
年
間
悪
霊
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。そ

れ
で
も
集
落
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
悪
霊

を
退
治
す
る
た
め
に
、集
落
内
や
八
月
踊
り

の
輪
の
中
を
綱
を
持
っ
て
み
ん
な
で
歩
い
て

回
り
、悪
い
も
の
を
縄
で
縛
る
。そ
の
後
、縄

を
七
つ
に
切
っ
て
中
勝
川
に
流
す
と
い
う
祭

り
が
続
い
て
い
る
。見
学
の
際
に
は
祭
り
の

意
味
を
知
っ
た
う
え
で
見
て
貰
え
た
ら
嬉
し

い
ね
。」

い
く
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
い
っ
ぱ
い
見
て
き
た
け

ど
、移
住
し
て
集
落
の
た
め
に
活
動
し
て
く

れ
て
い
る
人
も
沢
山
い
る
。」

自
然
豊
か
で
シ
マ
文
化
が
残
る
町

間
弓「
中
田
さ
ん
自
身
も
一
度
、都
会
に
出
て

か
ら
龍
郷
町
に
戻
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、都
会
と
の
違
い
を
ど
う
お
考
え
で
す

か
？
」

中
田「
生
活
す
る
為
だ
け
な
ら
都
会
の
方
が

楽
。奄
美
に
来
て
自
然
と
触
れ
合
い
仕
事
を
す

る
だ
け
な
ら
名
瀬
市
街
で
も
い
い
と
思
う
。で

　中田区長にはインタビュー後、集落を案内し
て頂きました。集落状況を良く把握されており、

改めて集落への想いの強さを感じました。私が

思っていたより中勝集落は広く、初めて見る景

色がありとても勉強になりました。新型コロナ

が落ち着き、中勝の豊年祭『ホウヤヅナ』が行わ

れる際にはぜひ見学したいと思います。

中田留弘さん  中勝集落在住
「あまみダイビングセンター とめ」代表。中勝集

落区長として安心・安全で住みやすい集落を目
指している。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　急なインタビューにも関わらず、温かくご対

応いただき、ありがとうございました。集落ごと

に特色や歴史があり、それらを守りながら新し

いものも受け入れていくという中田区長の考え

に、学ぶことがたくさんありました。実際に見

て、知ることの大切さも感じられ、今後の移住相

談にも活かしていこうと思います。またお祭り

の際は見学させて下さい。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

中勝集落や、町の魅力についてインタビューしました。
（左から）森まゆみ地域おこし協力隊、中勝集落の中田留弘区長、間弓祐次郎地域おこし協力隊

連載 vol.07

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

なかだ　とめひろ

ホウヤヅナは、スモーヤ（楽屋）から「ホーヤ、ホーヤ」と掛け声を
かけて、集落の西口から東口へと集落の中を引き回して歩く。

土盛海岸にある「あまみダイビングサービスとめ」
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令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

今
回
の
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、番
外
編

と
し
て
、多
く
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
出
会
っ
て

き
た
中
勝
集
落
の
中
田
区
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

中
勝
集
落
の
昔
と
今

間
弓「
中
勝
は
約
２
５
０
世
帯
、４
９
０
人
が

暮
ら
し
て
い
る
と
て
も
大
き
な
集
落
で
す

ね
。」

中
田「
中
勝
集
落
は
、本
茶
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

す
る
前
は
陸
の
孤
島
で
、限
界
集
落
に
な
り

か
け
て
い
た
け
ど
、ト
ン
ネ
ル
が
通
っ
て
か

ら
は
ビ
ッ
グ
Ⅱ
や
自
動
車
関
連
、建
設
業
な

ど
の
企
業
や
、民
間
の
ア
パ
ー
ト
や
新
築
の

住
宅
が
増
え
た
。Ｉ
タ
ー
ン
者
よ
り
も
名
瀬

市
街
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、本
島
内
か

ら
の
移
住
者
が
増
え
て
い
る
と
思
う
ね
。」

森「
ト
ン
ネ
ル
開
通
前
の
昭
和
55
年
と
今
の
人

口
を
比
べ
る
と
、約
２
倍
に
人
口
が
増
え
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。集
落
出
身
者
以
外
の
人
口
が

増
え
た
事
で
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
か
？
」

中
田「
自
分
よ
り
上
の
世
代
は
シ
マ
出
身
者

が
多
い
が
、下
の
世
代
は
シ
マ
育
ち
の
人
が

少
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る
ね
。Ｉ
タ
ー
ン
者
、

タ
ジ
マ(
他
の
集
落
)と
か
区
別
は
し
て
は
い

な
い
よ
。

　
島
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
ず
に
帰
っ
て

も
都
会
か
ら
来
る
人
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中

で
の
生
活
は
嫌
だ
と
言
う
人
が
多
い
よ
ね
。

龍
郷
町
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
シ
マ
文
化
が

色
濃
く
残
る
所
で
あ
る
反
面
、台
風
被
害
や

虫
の
多
さ
、人
と
人
と
の
距
離
が
近
く
付
き

合
い
が
多
く
な
る
。ど
の
土
地
で
も
良
い
所

も
悪
い
所
も
あ
る
と
思
う
よ
。」

森「
都
会
か
ら
移
住
さ
れ
る
方
に
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？
」

中
田「
良
い
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
移
住
す
る
こ

と
は
オ
ス
ス
メ
し
な
い
。本
当
に
奄
美
に
住

み
た
い
な
ら
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
の
短
期
間
だ

け
の
旅
行
だ
け
で
な
く
、何
度
か
通
い
台
風

や
冬
の
厳
し
い
環
境
も
体
験
す
る
事
を
オ
ス

ス
メ
し
た
い
。そ
し
て
龍
郷
町
の
中
で
も
各

集
落
に
よ
っ
て
特
色
が
違
う
の
で
、色
々
な

集
落
も
知
る
べ
き
だ
と
思
う
。集
落
の
事
な

ら
各
集
落
の
区
長
に
聞
く
こ
と
が
一
番
。住

ん
で
か
ら
は
な
お
さ
ら
、集
落
の
事
を
知
っ

て
行
事
に
は
出
来
る
だ
け
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。中
に
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
集
落
の

区
長
さ
ん
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
。が
っ
か

り
し
ち
ゃ
う
よ
ね(

笑)

」

間
弓「
中
勝
集
落
の
特
色
は
？
」

中
田「
人
口
が
増
え
て
い
る
の
は
住
み
や
す

い
環
境
だ
か
ら
だ
と
思
う
よ
。名
瀬
へ
の
交

通
の
利
便
性
も
い
い
し
、買
い
物
す
る
の
も

困
ら
な
い
し
。ま
た
他
の
集
落
に
な
い
行
事

で
は
豊
年
祭
の
際
に
行
わ
れ
る『
ホ
ウ
ヤ
ヅ

ナ
』。こ
れ
は
独
特
の
文
化
だ
ろ
う
ね
。集
落

入
口
の
上
・
下(
ウ
ー
・
シ
ャ
)に
綱
を
張
り
、

一
年
間
悪
霊
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。そ

れ
で
も
集
落
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
悪
霊

を
退
治
す
る
た
め
に
、集
落
内
や
八
月
踊
り

の
輪
の
中
を
綱
を
持
っ
て
み
ん
な
で
歩
い
て

回
り
、悪
い
も
の
を
縄
で
縛
る
。そ
の
後
、縄

を
七
つ
に
切
っ
て
中
勝
川
に
流
す
と
い
う
祭

り
が
続
い
て
い
る
。見
学
の
際
に
は
祭
り
の

意
味
を
知
っ
た
う
え
で
見
て
貰
え
た
ら
嬉
し

い
ね
。」

い
く
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
い
っ
ぱ
い
見
て
き
た
け

ど
、移
住
し
て
集
落
の
た
め
に
活
動
し
て
く

れ
て
い
る
人
も
沢
山
い
る
。」

自
然
豊
か
で
シ
マ
文
化
が
残
る
町

間
弓「
中
田
さ
ん
自
身
も
一
度
、都
会
に
出
て

か
ら
龍
郷
町
に
戻
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、都
会
と
の
違
い
を
ど
う
お
考
え
で
す

か
？
」

中
田「
生
活
す
る
為
だ
け
な
ら
都
会
の
方
が

楽
。奄
美
に
来
て
自
然
と
触
れ
合
い
仕
事
を
す

る
だ
け
な
ら
名
瀬
市
街
で
も
い
い
と
思
う
。で

　中田区長にはインタビュー後、集落を案内し
て頂きました。集落状況を良く把握されており、

改めて集落への想いの強さを感じました。私が

思っていたより中勝集落は広く、初めて見る景
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が落ち着き、中勝の豊年祭『ホウヤヅナ』が行わ

れる際にはぜひ見学したいと思います。

中田留弘さん  中勝集落在住
「あまみダイビングセンター とめ」代表。中勝集

落区長として安心・安全で住みやすい集落を目
指している。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　急なインタビューにも関わらず、温かくご対

応いただき、ありがとうございました。集落ごと

に特色や歴史があり、それらを守りながら新し

いものも受け入れていくという中田区長の考え

に、学ぶことがたくさんありました。実際に見

て、知ることの大切さも感じられ、今後の移住相

談にも活かしていこうと思います。またお祭り

の際は見学させて下さい。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

中勝集落や、町の魅力についてインタビューしました。
（左から）森まゆみ地域おこし協力隊、中勝集落の中田留弘区長、間弓祐次郎地域おこし協力隊
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４
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が
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紹
介
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女
共
同
参
画

数
字
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見
る
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郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

議
と
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
い

つ
も
母
を
想
い
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

　
私
は
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
三
番
目
で
、す
ぐ
上
の

兄
と
は
年
子
。忙
し
い
母
に
か
ま
っ
て
も
ら
い
た
く

て
、私
も
ま
さ
に
コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。母
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

　
子
育
て
奮
闘
中
、何
度
も
つ
ぶ
や
く
た
び
に
、

　
「
た
っ
た
一
人
の
子
育
て
じ
ゃ
が
、
ヨ
ー
リ
ヨ
ー

リ
い
か
ん
ば
」そ
ん
な
母
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
た
。

　
私
の
呪
文
の
よ
う
な
方
言
を
、娘
は
ず
っ
と
幸
田

さ
ん
ち
の
子
っ
て
言
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
よ

う
だ
。ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
わ
か
っ
て
い
る
事
を
言

う
の
か
な
と
も
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
わ
が
家
の

コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
は
、昨
春
大
学
を
卒
業
し
て

社
会
人
に
な
っ
た
。た
ま
に
二
人
で
こ
の
呪
文
を
笑

い
な
が
ら
唱
え
る
。
奄
美
二
世
の
娘
に
と
っ
て
、
幼

き
日
を
思
い
出
す
懐
か
し
い
響
き
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　「
お
母
さ
ん
、今
、幸
田
さ
ん
ち
の
子
っ
て
言
っ
た

ん
だ
よ
ね
」

　
娘
が
物
心
つ
い
て
き
た
時
期
だ
か
ら
、幼
稚
園
の

頃
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。今
で
は
記
憶
も
お
ぼ
ろ
げ
だ

が
、ぐ
ず
り
始
め
た
娘
に
向
か
っ
て
私
が
言
っ
た
言

葉
に
対
し
て
、返
っ
て
き
た
一
言
だ
っ
た
。

　
超
が
い
く
つ
か
つ
く
程
の
高
齢
出
産
だ
っ
た
。故

郷
奄
美
で
の
里
帰
り
出
産
は
、思
い
の
外
楽
だ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
。
実
家
で
は
母
を
筆
頭
に
、
高

齢
新
米
母
親
に
た
く
さ
ん
の
手
助
け
が
あ
っ
た
。と

こ
ろ
が
、
鹿
屋
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
一
人

で
の
子
育
て
が
待
っ
て
い
た
。お
腹
が
空
い
て
泣
く

娘
に
ミ
ル
ク
を
作
り
な
が
ら
、
そ
し
て
、
夜
泣
き
を

始
め
て
い
く
ら
な
だ
め
て
も
泣
き
止
も
う
と
し
な

い
娘
に
、事
あ
る
毎
に
よ
く
言
っ
て
い
た
。

「
ウ
シ
ガ
ル
　
コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
ヤ
ヌ
ガ
カ
」

　
直
訳
す
る
と
、
そ
ん
な
に
う
る
さ
い
子
は
、
ど
う

し
て
か
ね
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
別
に
娘
を
強
く

叱
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。た
だ
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
て
い
た
故
郷
の
方
言
だ
。

こ
の
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
で
、自
分
を
励
ま
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
つ
ぶ
や
く
と
、不
思

一
般・高
校
の
部
　 

優 

秀 

賞

　幸
田
さ
ん
ち
の
子

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
　
幸
田
　
津
代
美

　
私
は
、
島
唄
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
友
達
に
さ

そ
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
初
め
は
、
人
前

で
大
き
な
声
で
歌
う
の
が
は
ず
か
し
く
て
、「
こ
の

島
唄
教
室
は
長
く
続
け
ら
れ
な
い
か
も
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
島
唄
は
歌
い
始
め
る
タ
イ
ミ

学
生
の
部
　 

優 
秀 
賞

だ
れ
か
の
た
め
に

戸
口
小
学
校
６
年
　
鈴
木
　
乃
衣
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ト
ッ
ツ
ブ
ル
、ト
ッ
ツ
ブ
ル
、タ
ッ
カ
ナ
カ
シ

シ
ブ
リ
ガ
ナ
カ
サ
ン
バ
タ
ッ
カ
ナ
カ
シ
ュ
ン

ヨ
ネ
ヤ
ワ
キ
ャ
チ
ャ
ン
ニ
ク
ビ
ラ
シ
ュ
ッ
ト

ナ
ク
ナ
、ナ
ク
ナ
、ト
ッ
ツ
ブ
ル

　
終
戦
前
、
東
京
を
離
れ
て
大
笠
利
の
伯
父
の
大

家
族
の
一
員
に
な
っ
た
の
は
六
歳
前
の
こ
と
だ
っ

た
。
家
族
も
、
近
所
の
子
供
た
ち
も
、
も
っ
ぱ
ら
シ

マ
グ
チ
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。
は
じ
め
は
ち
ん
ぷ

ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
が
、
三
ヶ
月
後
に
は
ど
う
に

か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
「
い
っ

ち
ゃ
っ
か
」
と
口
走
っ
て
、「
ハ
ケ
ー
、
く
ん
く
ゎ
ち

ば
ケ
ッ
サ
島
ゆ
む
た
話
し
ゅ
り
」
と
家
族
に
誉
め

ら
れ
た
り
し
た
。
冒
頭
の
、
冬
瓜
（
シ
ブ
リ
）
に
い
じ

め
ら
れ
た
南
瓜
（
ト
ッ
ツ
ブ
ル
）
を
慰
め
る
童
歌
は
、

一
般・高
校
の
部
　佳
　作

　シ
マ
グ
チ

龍
郷
町
瀬
留
　
別
府
　
厚
生

子
供
た
ち
が
よ
く
歌
っ
て
い
た
の
を
聞
き
覚
え
た

も
の
で
あ
る
。

　
あ
ん
ま
（
祖
母
）
が
と
き
ど
き
「
か
な
し
ゃ
ん

く
ゎ
や
ぁ
」
と
云
っ
た
。「
エ
ッ
、
悲
し
い
子
？
」
と

一
瞬
思
っ
た
が
、
そ
の
表
情
か
ら
逆
の
意
味
で
あ

る
こ
と
が
読
み
と
れ
た
。
長
じ
て
、
奄
美
の
方
言
に

は
万
葉
時
代
の
古
語
が
け
っ
こ
う
生
き
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。「
か
な
し
」
と
い
う
の
は
「
愛
ら
し
い
、

い
と
し
い
」
の
意
味
で
あ
り
、
妻
や
主
婦
を
意
味
す

る
「
と
ぅ
じ
（
刀
自
）
」
も
万
葉
集
で
使
わ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
降
の
ヤ
マ
ト
言
葉
や
標
準
語

が
訛
っ
て
方
言
化
し
た
語
彙
も
数
知
れ
な
い
。

「
ど
ぅ
し
（
友
だ
ち
）
」
は
「
同
志
」
が
、「
に
ゃ
（
貝
）
」

は
「
蜷
（
に
な
）
」
が
転
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因

み
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
語
彙
が
集
落
ご
と
に
微
妙

に
異
な
る
の
も
シ
マ
グ
チ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
八
月
踊
り
、
種
お
ろ
し
、
三
味
線
を
伴
う
唄
遊
び

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
を
彩
っ
て
き
た
奄

美
の
方
言
も
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
今
や
消
滅
の

危
機
に
あ
る
言
語
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
節
に
あ
っ
て
、「
大
笠
利
わ
ら

ぶ
ぇ
島
唄
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
供
た
ち
が
シ
マ
グ
チ
を

身
近
に
体
験
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
何
人
か
の
す
ぐ
れ
た
唄
者
が
巣
立
っ
て

い
る
事
実
は
、
シ
マ
グ
チ
の
将
来
に
い
く
ば
く
か

の
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ン
グ
が
難
し
く
て
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
あ
る
日
、
先
生
か
ら
夏
祭
り
で
島
唄
を
ひ
ろ
う

す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
な
ん
と
か
人
前

で
は
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
発
表
で
き
る
よ
う
に

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
」
そ
う
思
い
、
私
は
、
歌
詞
を

覚
え
る
た
め
に
何
度
も
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら

歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
い
初
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

曲
を
注
意
深
く
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
発
表
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
圧
と
う
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
生
け
ん
命
練
習
し
た
成
果
も
あ
り
、
あ
と

一
曲
を
残
し
て
な
ん
と
か
歌
い
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
「
イ
ト
ゥ
」
と
い
う
唄
に

な
る
と
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
手
拍
子
を
打
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
私
は
な
ん
だ
か
と
て
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
地
域
の
行
事
や
学
校
の
発
表
会
で
も

歌
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
度
に
会
場
の
人
た
ち
が
笑

顔
で
き
い
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
島
唄
は
み
ん
な

を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
な
ん
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。

　
島
唄
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
奄

美
の
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
そ

の
と
き
に
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

地
域
に
よ
っ
て
歌
い
方
や
三
線
の
音
が
ち
が
う
の

で
す
。
大
会
で
は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
歌
い
方
を
し

て
い
る
人
は
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
だ
か
ら
、
私
の
住
む
こ
の
戸
口
の
歌
い
方
を
私
達

が
未
来
に
つ
な
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

と
思
い
ま
し
た
。
島
唄
は
、
会
場
を
も
り
上
げ
た

り
、
人
を
笑
顔
に
し
た
り
し
て
く
れ
る
と
て
も
大

切
な
伝
統
文
化
で
す
。
そ
れ
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、
学
校
の
友
達
に
島
唄
を
も
っ
と
教

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
多
く
の
人
に
島
唄
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ

の
分
た
く
さ
ん
の
人
に
島
唄
の
魅
力
を
分
か
っ
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
島

唄
を
続
け
た
い
で
す
。
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令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

議
と
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
い

つ
も
母
を
想
い
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

　
私
は
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
三
番
目
で
、す
ぐ
上
の

兄
と
は
年
子
。忙
し
い
母
に
か
ま
っ
て
も
ら
い
た
く

て
、私
も
ま
さ
に
コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。母
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

　
子
育
て
奮
闘
中
、何
度
も
つ
ぶ
や
く
た
び
に
、

　
「
た
っ
た
一
人
の
子
育
て
じ
ゃ
が
、
ヨ
ー
リ
ヨ
ー

リ
い
か
ん
ば
」そ
ん
な
母
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
た
。

　
私
の
呪
文
の
よ
う
な
方
言
を
、娘
は
ず
っ
と
幸
田

さ
ん
ち
の
子
っ
て
言
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
よ

う
だ
。ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
わ
か
っ
て
い
る
事
を
言

う
の
か
な
と
も
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
わ
が
家
の

コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
は
、昨
春
大
学
を
卒
業
し
て

社
会
人
に
な
っ
た
。た
ま
に
二
人
で
こ
の
呪
文
を
笑

い
な
が
ら
唱
え
る
。
奄
美
二
世
の
娘
に
と
っ
て
、
幼

き
日
を
思
い
出
す
懐
か
し
い
響
き
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　「
お
母
さ
ん
、今
、幸
田
さ
ん
ち
の
子
っ
て
言
っ
た

ん
だ
よ
ね
」

　
娘
が
物
心
つ
い
て
き
た
時
期
だ
か
ら
、幼
稚
園
の

頃
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。今
で
は
記
憶
も
お
ぼ
ろ
げ
だ

が
、ぐ
ず
り
始
め
た
娘
に
向
か
っ
て
私
が
言
っ
た
言

葉
に
対
し
て
、返
っ
て
き
た
一
言
だ
っ
た
。

　
超
が
い
く
つ
か
つ
く
程
の
高
齢
出
産
だ
っ
た
。故

郷
奄
美
で
の
里
帰
り
出
産
は
、思
い
の
外
楽
だ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
う
で
あ
る
。
実
家
で
は
母
を
筆
頭
に
、
高

齢
新
米
母
親
に
た
く
さ
ん
の
手
助
け
が
あ
っ
た
。と

こ
ろ
が
、
鹿
屋
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
一
人

で
の
子
育
て
が
待
っ
て
い
た
。お
腹
が
空
い
て
泣
く

娘
に
ミ
ル
ク
を
作
り
な
が
ら
、
そ
し
て
、
夜
泣
き
を

始
め
て
い
く
ら
な
だ
め
て
も
泣
き
止
も
う
と
し
な

い
娘
に
、事
あ
る
毎
に
よ
く
言
っ
て
い
た
。

「
ウ
シ
ガ
ル
　
コ
ー
タ
ナ
サ
ン
ク
ワ
ー
ヤ
ヌ
ガ
カ
」

　
直
訳
す
る
と
、
そ
ん
な
に
う
る
さ
い
子
は
、
ど
う

し
て
か
ね
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
別
に
娘
を
強
く

叱
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。た
だ
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
て
い
た
故
郷
の
方
言
だ
。

こ
の
言
葉
を
口
に
す
る
こ
と
で
、自
分
を
励
ま
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
つ
ぶ
や
く
と
、不
思

一
般・高
校
の
部
　 

優 

秀 

賞

　幸
田
さ
ん
ち
の
子

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
　
幸
田
　
津
代
美

　
私
は
、
島
唄
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
友
達
に
さ

そ
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
初
め
は
、
人
前

で
大
き
な
声
で
歌
う
の
が
は
ず
か
し
く
て
、「
こ
の

島
唄
教
室
は
長
く
続
け
ら
れ
な
い
か
も
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
島
唄
は
歌
い
始
め
る
タ
イ
ミ

学
生
の
部
　 

優 

秀 

賞

だ
れ
か
の
た
め
に

戸
口
小
学
校
６
年
　
鈴
木
　
乃
衣
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ト
ッ
ツ
ブ
ル
、ト
ッ
ツ
ブ
ル
、タ
ッ
カ
ナ
カ
シ

シ
ブ
リ
ガ
ナ
カ
サ
ン
バ
タ
ッ
カ
ナ
カ
シ
ュ
ン

ヨ
ネ
ヤ
ワ
キ
ャ
チ
ャ
ン
ニ
ク
ビ
ラ
シ
ュ
ッ
ト

ナ
ク
ナ
、ナ
ク
ナ
、ト
ッ
ツ
ブ
ル

　
終
戦
前
、
東
京
を
離
れ
て
大
笠
利
の
伯
父
の
大

家
族
の
一
員
に
な
っ
た
の
は
六
歳
前
の
こ
と
だ
っ

た
。
家
族
も
、
近
所
の
子
供
た
ち
も
、
も
っ
ぱ
ら
シ

マ
グ
チ
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。
は
じ
め
は
ち
ん
ぷ

ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
が
、
三
ヶ
月
後
に
は
ど
う
に

か
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
と
き
「
い
っ

ち
ゃ
っ
か
」
と
口
走
っ
て
、「
ハ
ケ
ー
、
く
ん
く
ゎ
ち

ば
ケ
ッ
サ
島
ゆ
む
た
話
し
ゅ
り
」
と
家
族
に
誉
め

ら
れ
た
り
し
た
。
冒
頭
の
、
冬
瓜
（
シ
ブ
リ
）
に
い
じ

め
ら
れ
た
南
瓜
（
ト
ッ
ツ
ブ
ル
）
を
慰
め
る
童
歌
は
、

一
般・高
校
の
部
　佳
　作

　シ
マ
グ
チ

龍
郷
町
瀬
留
　
別
府
　
厚
生

子
供
た
ち
が
よ
く
歌
っ
て
い
た
の
を
聞
き
覚
え
た

も
の
で
あ
る
。

　
あ
ん
ま
（
祖
母
）
が
と
き
ど
き
「
か
な
し
ゃ
ん

く
ゎ
や
ぁ
」
と
云
っ
た
。「
エ
ッ
、
悲
し
い
子
？
」
と

一
瞬
思
っ
た
が
、
そ
の
表
情
か
ら
逆
の
意
味
で
あ

る
こ
と
が
読
み
と
れ
た
。
長
じ
て
、
奄
美
の
方
言
に

は
万
葉
時
代
の
古
語
が
け
っ
こ
う
生
き
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。「
か
な
し
」
と
い
う
の
は
「
愛
ら
し
い
、

い
と
し
い
」
の
意
味
で
あ
り
、
妻
や
主
婦
を
意
味
す

る
「
と
ぅ
じ
（
刀
自
）
」
も
万
葉
集
で
使
わ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
降
の
ヤ
マ
ト
言
葉
や
標
準
語

が
訛
っ
て
方
言
化
し
た
語
彙
も
数
知
れ
な
い
。

「
ど
ぅ
し
（
友
だ
ち
）
」
は
「
同
志
」
が
、「
に
ゃ
（
貝
）
」

は
「
蜷
（
に
な
）
」
が
転
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因

み
に
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
語
彙
が
集
落
ご
と
に
微
妙

に
異
な
る
の
も
シ
マ
グ
チ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
八
月
踊
り
、
種
お
ろ
し
、
三
味
線
を
伴
う
唄
遊
び

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
場
を
彩
っ
て
き
た
奄

美
の
方
言
も
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
今
や
消
滅
の

危
機
に
あ
る
言
語
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
節
に
あ
っ
て
、「
大
笠
利
わ
ら

ぶ
ぇ
島
唄
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
供
た
ち
が
シ
マ
グ
チ
を

身
近
に
体
験
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
何
人
か
の
す
ぐ
れ
た
唄
者
が
巣
立
っ
て

い
る
事
実
は
、
シ
マ
グ
チ
の
将
来
に
い
く
ば
く
か

の
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ン
グ
が
難
し
く
て
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
あ
る
日
、
先
生
か
ら
夏
祭
り
で
島
唄
を
ひ
ろ
う

す
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
な
ん
と
か
人
前

で
は
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
発
表
で
き
る
よ
う
に

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
」
そ
う
思
い
、
私
は
、
歌
詞
を

覚
え
る
た
め
に
何
度
も
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら

歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
い
初
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も

曲
を
注
意
深
く
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
発
表
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
圧
と
う
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
生
け
ん
命
練
習
し
た
成
果
も
あ
り
、
あ
と

一
曲
を
残
し
て
な
ん
と
か
歌
い
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
の
「
イ
ト
ゥ
」
と
い
う
唄
に

な
る
と
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
手
拍
子
を
打
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
私
は
な
ん
だ
か
と
て
も
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
地
域
の
行
事
や
学
校
の
発
表
会
で
も

歌
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
度
に
会
場
の
人
た
ち
が
笑

顔
で
き
い
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
島
唄
は
み
ん
な

を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
な
ん
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。

　
島
唄
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
奄

美
の
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
そ

の
と
き
に
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

地
域
に
よ
っ
て
歌
い
方
や
三
線
の
音
が
ち
が
う
の

で
す
。
大
会
で
は
、
私
と
同
じ
よ
う
な
歌
い
方
を
し

て
い
る
人
は
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
だ
か
ら
、
私
の
住
む
こ
の
戸
口
の
歌
い
方
を
私
達

が
未
来
に
つ
な
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ

７
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

と
思
い
ま
し
た
。
島
唄
は
、
会
場
を
も
り
上
げ
た

り
、
人
を
笑
顔
に
し
た
り
し
て
く
れ
る
と
て
も
大

切
な
伝
統
文
化
で
す
。
そ
れ
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
た
め
に
、
学
校
の
友
達
に
島
唄
を
も
っ
と
教

え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
多
く
の
人
に
島
唄
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ

の
分
た
く
さ
ん
の
人
に
島
唄
の
魅
力
を
分
か
っ
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
島

唄
を
続
け
た
い
で
す
。

エッセイコンテスト作品集
■第４回「西郷さん」　■第５回「大島紬」　
■第６回「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」　
■第７回「島唄」「鶏飯」「奄美の方言（シマグチ）」

一冊 200 円
龍郷町役場

企画観光課にて
販売中

８ 令和３年度開催予定

次回テーマ「八月踊り」「家族」詳細は令和３年６月頃龍郷町ホームページにて発表

な
ま

ち
な

ご
　 

い
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令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

男
の
料
理
教
室

　
偶
数
月
の
第
１
金
曜
日
に
秋
名
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、男
性
料
理
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
を
講
師
に
お

呼
び
し
て
自
宅
で
の
食
事
づ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
、参
加
者
の
方
々
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、旬
な
野
菜
な
ど
を
使
っ
た

簡
単
な
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。来
年
度
は
内
場
地
区
で
も
開
催
予
定
と

し
て
い
ま
す
の
で
、参
加
し
て
み
た
い
方
、料

理
初
心
者
の
方
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。

日
時
　
偶
数
月
第
１
金
曜
日 

10
時
〜
13
時

対
象
者
　
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

持
ち
物
　
材
料
費
５
０
０
円
、お
米
１
合
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク

　
　   

役
場
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
６
９
）４
５
１
６

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ

４
月
ス
タ
ー
ト

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
窪
島
將
公

さ
ん
が
、行
政
相
談
員（
総
務
大
臣
委
嘱
）

に
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、国
な
ど
の
役
所
の
仕
事
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
、手
続
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
関
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。例
え
ば
、道
路
、社
会
福
祉
、登

記
、税
金
、郵
便
、雇
用
な
ど
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。な

お
、相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
員
の
連
絡
先

龍
郷
町
戸
口
２
１
０
６‐

１ 

☎（
６
２
）３
７
２
２

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ

　
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
で
は
、ガ
イ
ド

の
資
質
向
上・就
業
機
会
の
創
出
を
目
的
に
、

将
来
、エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
目
指
す
方
等

を
対
象
に
、基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

令
和
３
年
３
月
16
日(

火)

〜

令
和
３
年
４
月
30
日(

金)

正
午

対
象 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
興
味
の
あ
る
方

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
　   
奄
美
群
島
広
域
事

務
組
合
：
世
界
自
然
遺
産

推
進
係
☎（
５
２
）６
０
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
２
）９
６
１
８

メ
ー
ルecotourism

@
am

am
i.or.jp

■龍郷町役場■（代表）０９９７-６２-３１１１■平日 午前８時30分～午後５時15分開庁

　
４
月
１
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

（
島
内
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、イ
オ
ン
プ
ラ

ザ
が
対
応
）の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
各
種
証
明
書
の
申

請
か
ら
取
得
ま
で
を
ご
自
分
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
メ
イ
ン
メ
ニュ
ー

か
ら「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」を
選
択
し
、画
面
の
指

示
に
従って
操
作
を
行って
く
だ
さ
い
。

取
得
可
能
な
証
明
書
　
住
民
票
／
印
鑑
登

録
証
明
書
／
所
得（
課
税
）証
明
書

※

コン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
は
、電

子
証
明
書
付
き（
暗
証
番
号
が
数
字
４
桁
の

も
の
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※

暗
証
番
号
と
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
時
に
設
定
し
た
数
字
４
桁
の
番
号
で
す
。入

力
を
３
回
続
け
て
間
違
え
る
と
、ロッ
ク
が
か

か
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
、ま
た
は
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
町
民
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　  

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、電
線
付
近
で
の

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ

な
い
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。万一、電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、九

州
電
力
送
配
電
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　 

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
奄
美
配

電
事
業
所
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）８
０
８

第
３
回
た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

中
止
の
お
知
ら
せ

　
４
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た「
第

３
回
た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」は
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
１
回
開
催
の
様
子
を
ユ
ー
チュ
ー
ブ
に
て
配

信
中
で
す
。ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　 

た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局・松
田
秀
樹
☎（
６
２
）２
２
８
６

窪島 將公（上戸口）
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令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

男
の
料
理
教
室

　
偶
数
月
の
第
１
金
曜
日
に
秋
名
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、男
性
料
理
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。管
理
栄
養
士
を
講
師
に
お

呼
び
し
て
自
宅
で
の
食
事
づ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
、参
加
者
の
方
々
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、旬
な
野
菜
な
ど
を
使
っ
た

簡
単
な
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。来
年
度
は
内
場
地
区
で
も
開
催
予
定
と

し
て
い
ま
す
の
で
、参
加
し
て
み
た
い
方
、料

理
初
心
者
の
方
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。年
齢
は
問
い
ま

せ
ん
。

日
時
　
偶
数
月
第
１
金
曜
日 

10
時
〜
13
時

対
象
者
　
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

持
ち
物
　
材
料
費
５
０
０
円
、お
米
１
合
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク

　
　   

役
場
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
６
９
）４
５
１
６

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ

４
月
ス
タ
ー
ト

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
令
和
３
年
４
月
１
日
付
け
で
窪
島
將
公

さ
ん
が
、行
政
相
談
員（
総
務
大
臣
委
嘱
）

に
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、皆
さ
ん
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、国
な
ど
の
役
所
の
仕
事
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
、手
続
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機

関
に
関
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。例
え
ば
、道
路
、社
会
福
祉
、登

記
、税
金
、郵
便
、雇
用
な
ど
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。な

お
、相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談
員
の
連
絡
先

龍
郷
町
戸
口
２
１
０
６‐

１ 

☎（
６
２
）３
７
２
２

行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は

行
政
相
談
員
へ

　
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
で
は
、ガ
イ
ド

の
資
質
向
上・就
業
機
会
の
創
出
を
目
的
に
、

将
来
、エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
目
指
す
方
等

を
対
象
に
、基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得

す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

令
和
３
年
３
月
16
日(

火)

〜

令
和
３
年
４
月
30
日(

金)

正
午

対
象 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
興
味
の
あ
る
方

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
　   

奄
美
群
島
広
域
事

務
組
合
：
世
界
自
然
遺
産

推
進
係
☎（
５
２
）６
０
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
２
）９
６
１
８

メ
ー
ルecotourism

@
am

am
i.or.jp

■龍郷町役場■（代表）０９９７-６２-３１１１■平日 午前８時30分～午後５時15分開庁

　
４
月
１
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

（
島
内
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、イ
オ
ン
プ
ラ

ザ
が
対
応
）の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
各
種
証
明
書
の
申

請
か
ら
取
得
ま
で
を
ご
自
分
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
メ
イ
ン
メ
ニュ
ー

か
ら「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」を
選
択
し
、画
面
の
指

示
に
従って
操
作
を
行って
く
だ
さ
い
。

取
得
可
能
な
証
明
書
　
住
民
票
／
印
鑑
登

録
証
明
書
／
所
得（
課
税
）証
明
書

※

コン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
は
、電

子
証
明
書
付
き（
暗
証
番
号
が
数
字
４
桁
の

も
の
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

※

暗
証
番
号
と
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
時
に
設
定
し
た
数
字
４
桁
の
番
号
で
す
。入

力
を
３
回
続
け
て
間
違
え
る
と
、ロッ
ク
が
か

か
り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
な
い
、ま
た
は
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
町
民
税
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　  

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
９

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、電
線
付
近
で
の

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ

な
い
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。万一、電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、九

州
電
力
送
配
電
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　 

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社
奄
美
配

電
事
業
所
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）８
０
８

第
３
回
た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

中
止
の
お
知
ら
せ

　
４
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）

に
開
催
を
予
定
し
て
い
た「
第

３
回
た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」は
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
１
回
開
催
の
様
子
を
ユ
ー
チュ
ー
ブ
に
て
配

信
中
で
す
。ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　 

た
つ
ご
う
て
く
て
く
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
実
行
委

員
会
事
務
局・松
田
秀
樹
☎（
６
２
）２
２
８
６

窪島 將公（上戸口）

　男女共同参画というと女性の問題として思われがちですが、実は男性も様々な悩みを抱えているの
ではないでしょうか。例えば「長男だから」、「一家の大黒柱は自分だからしっかりしないと」、「男性な
のに女性のように話し好き」、「育児休暇は男性で取得した前例が無いから無理」等々…。振り返ってみ
ると、様々な場面で「男性だから」という理由で制限された経験があるのではないでしょうか。男はか
くあるべきという固定的性別役割分担意識にとらわれ、ありのままの自分を出せず生きづらさに繋
がっているかもしれません。
　仕事、家庭、育児、介護、人間関係、生き方における今までの常識について、自分らしく生きるために、
時には立ち止まって考えてみませんか？
未来を担う子どもたちに個人として尊重されるためのバトンを渡していけるよう、今、私たちが分か
ち合って生きることを共有していきましょう。

男女共同参画地域推進員から no.３ 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美

データから考える男女共同参画 子育て期にある男性の家事・育児時間

森田  啓子
（秋名）

節和  美奈子
（川内）

里  明美
（玉里）

　週間就業時間60 時間以上の雇用者の割合は、男女とも減少傾
向にありますが、子育て期と重なる30 歳代や40 歳代の男性では
その割合が高く、ともに12.4％となっています。一方、育児期にあ
る夫の1 日当たりの育児・家事関連時間は1 時間22分であり、「令
和２年までに2 時間30 分※」という目標とはまだ乖離がありま
す。また、男性の育児休業取得率は6.16％（平成30 年）と低く、「令
和２年までに13％」の目標に向けた取組が進められています。
※ いずれも第4 次男女共同参画基本計画における成果目標。出展：内閣府・男女共同参画推進連携会議　令和２年度版データ

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
4
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

4
月
8
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

4
月
15
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

4
月
22
日（
木
）

　
山
口
大
観
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

鹿
児
島
県
で
は
地
域
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
役
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

活
動
し
て
い
た
だ
く
方
を「
男
女
共
同
参
画

地
域
推
進
員
」と
し
て
委
嘱
し
て
お
り
、２
月

22
日
に
町
か
ら
推
薦
を
受
け
た
３
名
へ
の
委

嘱
状
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。竹
田
泰
典
町

長
は「
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
参
画
し
共
に
責
任
を

担
う
べ
き
社
会
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。※

毎
月
、推
進
員

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
ご一読
く
だ
さ
い
。
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令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

　
令
和
２
年
度
新
規
採
用
職
員
の
和
田
走

太
と
申
し
ま
す
。現
在
保
健
福
祉
課
に
所
属

し
、主
に
後
期
高
齢
者
医
療
係
と
し
て
保
険

証
等
の
資
格
に
関
す
る
こ
と
や
各
種
給
付

に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
や
生
活
困

窮
者
に
関
す
る
こ
と
、元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ

ン
ト
事
業
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
助
成
金
支

給
事
業
等
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

何
か
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　
役
場
へ
入
庁
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。保
健
福
祉

の
分
野
は
幅
広
く
、ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
部

分
も
あ
り
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。少
し
で

も
早
く
一
人
前
の
職
員
と
し
て
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、笠
利
町
の
出
身
で
高
校
ま
で
奄
美

で
過
ご
し
、沖
縄
県
の
大
学
へ
進
学
を
し
ま

し
た
。島
を
離
れ
、改
め
て
島
の
魅
力
に
気

づ
き
、大
学
卒
業
を
機
会
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。現
在
は
妻
と
子
ど
も
２
人
の
家
族
４
人

で
大
勝
集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。昨
年
３
月

に
龍
郷
町
へ
引
っ
越
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
ほ
と
ん
ど
の
町
、集
落
行
事
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。な
か
な
か
集
落
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
が
な
く
非
常
に
残
念
で
し
た
。今

は
一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
、安
心
し
て
普
段
の
生
活
や
様
々
な
行

事
が
開
催
さ
れ
、参
加
を
し
な
が
ら
皆
様
と

交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま

た
、そ
の
為
に
も
町
の
職
員
と
し
て
普
段
の

業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
皆
様
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、日
々
職
員
の
先
輩
方
、

上
司
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
町
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
も
頂
き
な
が
ら
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

　
令
和
２
年
度
に
職
員
と
し
て
新
規
採
用

さ
れ
ま
し
た
森
山
智
大
で
す
。所
属
は
農
林

水
産
課
で
農
業
土
木
・
森
林
土
木
等
の
ハ
ー

ド
事
業
と
農
村
整
備
・
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活

動
・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
等
の
ソ
フ
ト
事

業
関
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
採
用
職
員
と
言
っ
て
も
、私
は
社
会

人
枠
で
採
用
し
て
頂
い
た
の
で
す
が
、行
政

事
務
の
難
し
さ
や
量
の
多
さ
に
す
ご
く
驚

き
ま
し
た
。社
会
人
枠
と
い
う
事
も
あ
り
、

自
分
で
は
す
ご
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち

を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
る
つ
も
り
で
す
が
、

周
囲
に
は
新
人
っ
ぽ
く
な
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。前
職
は
、鹿
児
島
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会（
通
称
・
土
改
連
）に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。仕
事
の
内
容
は
、主
に
農
業

に
関
す
る
ハ
ー
ド
事
業
全
般
、事
業
計
画
や

測
量
設
計
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。町
内
に

も
自
分
が
計
画
や
設
計
に
関
わ
っ
た
現
場

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
出
身
は
宇
検
村
で
、今
は
大
勝
集
落
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、今
年
は
、コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
町
内
や
集

落
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
等
が
全
て
中
止
と
な

り
、参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、来
年

度
こ
そ
は
色
々
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
役
場
に
勤
め
始
め
て
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
一
年
は
新

し
い
事
の
連
続
で
一
日
・
一
週
間
・
一
カ
月

が
と
て
も
早
く
、日
々
の
業
務
を
こ
な
す
の

で
精
一
杯
の
一
年
で
し
た
。二
年
目
か
ら
は
、

こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

更
に
龍
郷
町
の
農
林
水
産
業
発
展
の
為
に

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

　
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。令
和
２
年
４
月
付

で
本
町
職
員
と
し
て
新
規
採
用
さ
れ
ま
し

た
、教
育
委
員
会
事
務
局
の
大
道
悠
周
と
申

し
ま
す
。現
在
、社
会
教
育
事
業
に
関
す
る

業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、秋
名
集
落
で
生
ま
れ
、幼
少
の
ほ

と
ん
ど
を
京
都
府
綾
部
市
で
過
ご
し
ま
し

た
。母
親
が
、秋
名
集
落
で
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
も
あ
り
、幼
少
の
頃
よ
り
奄
美
・
龍
郷

の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
魅
了
さ
れ
て
き

ま
し
た
。大
学
で
は
、広
島
に
て
分
子
生
物

学
や
微
生
物
学
を
中
心
と
し
た
生
命
環
境

科
学
に
つ
い
て
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
。大

学
在
学
中
に
、学
会
や
研
修
等
で
様
々
な
地

方
の
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、こ
の
奄
美
大

島
の
自
然
は
、世
界
的
に
も
貴
重
で
、珍
し

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
秋
名
集
落
よ
り
通
勤
し
て
お
り

ま
す
が
、秋
名
・
役
場
間
の
海
や
山
の
美
し

い
景
色
に
い
つ
も
魅
了
さ
れ
ま
す
。シ
マ
で

は
当
た
り
前
の
風
景
が
、新
し
い
時
代
を
担

う
後
世
の
子
ど
も
達
へ
残
せ
る
よ
う
、大
切

に
守
り
た
い
と
日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、前
述
の
と
お
り
、現
在
は
社
会
教

育
事
業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、具
体
的

に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
に
関
す
る
事
、子

ど
も
博
物
学
士
講
座
等
、各
種
事
業
の
企

画
・
運
営
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、

子
ど
も
博
物
学
士
講
座
に
関
し
て
は
、私
が

幼
少
時
に
受
講
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、感

慨
深
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、こ
れ

ま
で
参
加
者
と
し
て
受
講
し
て
き
た
講
座

を
、主
催
者
と
し
て
運
営
す
る
事
で
、皆
様

に
満
足
い
た
だ
け
る
講
座
を
企
画
す
る
こ

と
へ
の
難
し
さ
も
実
感
し
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学

ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
事
業
を
企
画
で
き
ま

す
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、各
種
講
座

等
の
ご
参
加
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
か
ら
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、よ
り
良
い
教
育
・
行
政
を
目
指
し

て
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

（人） （人）

（人）

だ
い
ど
う 
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数字で見る
私たちの龍郷町を人口・産業・行政・気候風土など
数値で紹介いたします

今回は、奄美大島への入域客数と、奄美自然観察の森、りゅうがく館文化財展示室
の入場者数をグラフにしました。

　大島支庁によると新型コロナウイルス感染症の
影響により、記録に残る昭和45年以降で入域客数は
過去４番目に少ない人数となりました。
　龍郷町の２施設のグラフを見ると、平成30年飛躍
的に数値が上がっています。これは、大河ドラマ「西
郷どん」の放映や、奄美自然観察の森周辺が国立公
園に指定されたことが大きな影響と考えられます。

■奄美大島入域客数  鹿児島県大島支庁調べ ■奄美自然観察の森入場者数  龍郷町調べ

■文化財展示室入場者数  龍郷町調べ
入域客数とは、奄美群島外から奄美大島へ入った数であり、
群島内の移動はカウントしていません。

観光客数を見る

353,315
8,792

11,502

3,209

16,762

10,011
3,020

22,039

18,403

12,159

448,436

449,138

260,256

389,491
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た
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
や
生
活
困

窮
者
に
関
す
る
こ
と
、元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ

ン
ト
事
業
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
助
成
金
支

給
事
業
等
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

何
か
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　
役
場
へ
入
庁
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
一

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。保
健
福
祉

の
分
野
は
幅
広
く
、ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
部

分
も
あ
り
日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
。少
し
で

も
早
く
一
人
前
の
職
員
と
し
て
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、笠
利
町
の
出
身
で
高
校
ま
で
奄
美

で
過
ご
し
、沖
縄
県
の
大
学
へ
進
学
を
し
ま

し
た
。島
を
離
れ
、改
め
て
島
の
魅
力
に
気

づ
き
、大
学
卒
業
を
機
会
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。現
在
は
妻
と
子
ど
も
２
人
の
家
族
４
人

で
大
勝
集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。昨
年
３
月

に
龍
郷
町
へ
引
っ
越
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
ほ
と
ん
ど
の
町
、集
落
行
事
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。な
か
な
か
集
落
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
が
な
く
非
常
に
残
念
で
し
た
。今

は
一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収

束
し
、安
心
し
て
普
段
の
生
活
や
様
々
な
行

事
が
開
催
さ
れ
、参
加
を
し
な
が
ら
皆
様
と

交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま

た
、そ
の
為
に
も
町
の
職
員
と
し
て
普
段
の

業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
皆
様
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、日
々
職
員
の
先
輩
方
、

上
司
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
町
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
指
導
も
頂
き
な
が
ら
精
一

杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

　
令
和
２
年
度
に
職
員
と
し
て
新
規
採
用

さ
れ
ま
し
た
森
山
智
大
で
す
。所
属
は
農
林

水
産
課
で
農
業
土
木
・
森
林
土
木
等
の
ハ
ー

ド
事
業
と
農
村
整
備
・
水
土
里
サ
ー
ク
ル
活

動
・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
等
の
ソ
フ
ト
事

業
関
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
採
用
職
員
と
言
っ
て
も
、私
は
社
会

人
枠
で
採
用
し
て
頂
い
た
の
で
す
が
、行
政

事
務
の
難
し
さ
や
量
の
多
さ
に
す
ご
く
驚

き
ま
し
た
。社
会
人
枠
と
い
う
事
も
あ
り
、

自
分
で
は
す
ご
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち

を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
る
つ
も
り
で
す
が
、

周
囲
に
は
新
人
っ
ぽ
く
な
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。前
職
は
、鹿
児
島
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会（
通
称
・
土
改
連
）に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。仕
事
の
内
容
は
、主
に
農
業

に
関
す
る
ハ
ー
ド
事
業
全
般
、事
業
計
画
や

測
量
設
計
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。町
内
に

も
自
分
が
計
画
や
設
計
に
関
わ
っ
た
現
場

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
出
身
は
宇
検
村
で
、今
は
大
勝
集
落
に
住

ん
で
い
ま
す
が
、今
年
は
、コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
町
内
や
集

落
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
等
が
全
て
中
止
と
な

り
、参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、来
年

度
こ
そ
は
色
々
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
役
場
に
勤
め
始
め
て
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
一
年
は
新

し
い
事
の
連
続
で
一
日
・
一
週
間
・
一
カ
月

が
と
て
も
早
く
、日
々
の
業
務
を
こ
な
す
の

で
精
一
杯
の
一
年
で
し
た
。二
年
目
か
ら
は
、

こ
の
一
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、

更
に
龍
郷
町
の
農
林
水
産
業
発
展
の
為
に

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です

　
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。令
和
２
年
４
月
付

で
本
町
職
員
と
し
て
新
規
採
用
さ
れ
ま
し

た
、教
育
委
員
会
事
務
局
の
大
道
悠
周
と
申

し
ま
す
。現
在
、社
会
教
育
事
業
に
関
す
る

業
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、秋
名
集
落
で
生
ま
れ
、幼
少
の
ほ

と
ん
ど
を
京
都
府
綾
部
市
で
過
ご
し
ま
し

た
。母
親
が
、秋
名
集
落
で
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
も
あ
り
、幼
少
の
頃
よ
り
奄
美
・
龍
郷

の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
魅
了
さ
れ
て
き

ま
し
た
。大
学
で
は
、広
島
に
て
分
子
生
物

学
や
微
生
物
学
を
中
心
と
し
た
生
命
環
境

科
学
に
つ
い
て
専
攻
し
て
お
り
ま
し
た
。大

学
在
学
中
に
、学
会
や
研
修
等
で
様
々
な
地

方
の
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、こ
の
奄
美
大

島
の
自
然
は
、世
界
的
に
も
貴
重
で
、珍
し

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
秋
名
集
落
よ
り
通
勤
し
て
お
り

ま
す
が
、秋
名
・
役
場
間
の
海
や
山
の
美
し

い
景
色
に
い
つ
も
魅
了
さ
れ
ま
す
。シ
マ
で

は
当
た
り
前
の
風
景
が
、新
し
い
時
代
を
担

う
後
世
の
子
ど
も
達
へ
残
せ
る
よ
う
、大
切

に
守
り
た
い
と
日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、前
述
の
と
お
り
、現
在
は
社
会
教

育
事
業
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、具
体
的

に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
に
関
す
る
事
、子

ど
も
博
物
学
士
講
座
等
、各
種
事
業
の
企

画
・
運
営
に
も
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。特
に
、

子
ど
も
博
物
学
士
講
座
に
関
し
て
は
、私
が

幼
少
時
に
受
講
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、感

慨
深
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。一
方
で
、こ
れ

ま
で
参
加
者
と
し
て
受
講
し
て
き
た
講
座

を
、主
催
者
と
し
て
運
営
す
る
事
で
、皆
様

に
満
足
い
た
だ
け
る
講
座
を
企
画
す
る
こ

と
へ
の
難
し
さ
も
実
感
し
て
お
り
ま
す
。今

後
と
も
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学

ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
事
業
を
企
画
で
き
ま

す
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、各
種
講
座

等
の
ご
参
加
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
か
ら
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、よ
り
良
い
教
育
・
行
政
を
目
指
し

て
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役場職員紹介
私〇〇〇担当です
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数字で見る
私たちの龍郷町を人口・産業・行政・気候風土など
数値で紹介いたします

今回は、奄美大島への入域客数と、奄美自然観察の森、りゅうがく館文化財展示室
の入場者数をグラフにしました。

　大島支庁によると新型コロナウイルス感染症の
影響により、記録に残る昭和45年以降で入域客数は
過去４番目に少ない人数となりました。
　龍郷町の２施設のグラフを見ると、平成30年飛躍
的に数値が上がっています。これは、大河ドラマ「西
郷どん」の放映や、奄美自然観察の森周辺が国立公
園に指定されたことが大きな影響と考えられます。

■奄美大島入域客数  鹿児島県大島支庁調べ ■奄美自然観察の森入場者数  龍郷町調べ

■文化財展示室入場者数  龍郷町調べ
入域客数とは、奄美群島外から奄美大島へ入った数であり、
群島内の移動はカウントしていません。

観光客数を見る

353,315
8,792

11,502

3,209

16,762

10,011
3,020

22,039

18,403

12,159

448,436

449,138

260,256

389,491



Tatsugo -16-

令
和
３
年

４
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

役
場
職
員
紹
介

男
女
共
同
参
画

数
字
で
見
る

龍
郷
町

ト
ピ
ッ
ク
ス

菊
次
郎

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

町
民
フ
ェ
ア

受
賞
者

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

そ
の
他
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
納
税

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

人
間
ド
ッ
ク

龍郷町中勝1561-1
☎０９９７（５５）４４１１
問 11:00~20:00
　（販売10：00～）
休  不定休

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

島とうふ屋
　昔懐かしい昭和レトロな雰囲気の店内で、自家製の豆腐・湯葉・

おからなどを使った様々な料理が楽しめる豆腐料理専門店です。

大豆にこだわった濃い豆乳と奄美の美しい海の “にがり”を使用し

た豆腐は、ほのかに甘くて深い味わい。スタッフおすすめの「週替

わり定食」は、旬の食材を取り入れてボリューム満点！毎週更新され

る魅力的なメニューは、島内外のお客さんに大人気です。

　店の味を自宅でも楽しめるよう、人気の山芋豆腐をはじめ、きん

ぴら、白和え、おからサラダといった惣菜の持ち帰り品も充実。フワ

フワ食感の豆腐ドーナツや、不定期販売の豆腐チーズケーキ、豆腐

マフィンなどのスイーツも人気です。事前の注文で盛皿も用意して

います。

　店のFacebookでは、週替わり定食のメニューや、数量・期間限定

スイーツの販売情報などを随時更新しています。お気軽にお立ち

寄りください。

島とうふ屋６種セット
奄美豆腐・山芋豆腐・ピーナツ豆腐
湯葉ふりかけ・奄美みき・和風たれ

寄附額10,000円

島とうふ屋５種セット
奄美豆腐・山芋豆腐・ピーナツ豆腐
湯葉ふりかけ・和風たれ

 寄附額10,000円

奄美みき500ml（12本）
＋ピーナツ豆腐セット

寄附額10,000円

※龍郷町ふるさと納税の返礼品は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

※返礼品は寄附額の3割以下となります。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄附ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品をお選びいただけます。
ＷＥＢで

電話で

Facebook▶
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●一般書● ●児童書●

・『自由帳みせて！』すずき こうせい/福音館書店

・『へのへのもへじのおともだち』宮下 すずか/くもん出版

・『さらにざんねんないきもの事典』今泉 忠明/高橋書店

・『おもしろサッカー世界図鑑』
エル・ゴラッソ編集/スクワッド

・『ゲド戦記』ル＝グウィン/岩波書店

・『ぼくのいのち』安藤 由紀/復刊ドットコム

・『舞台上の青春  高校演劇の世界』相田 冬二/辰巳出版

・『ゾウは足音を立てずに歩く』小泉 祐里/双葉社　　　
・『ぼくたちの「おとうに会う」作戦』

荒尾 美知子/あすなろ書房

他

・『エンド・オブ・ライフ』佐々 涼子/集英社インターナショナル

・『この世を生き切る醍醐味』樹木 希林/朝日新聞出版

・『アンダードッグス』長浦 京/KADOKAWA

・『地方でひとりで起業する！』
嬉野 敏彦/スタンダーズ・プレス

・『希望の一滴』中村 哲/西日本新聞社

・『台湾を知るための60章』赤松 美和子/明石書店

・『プラスチック・スープの地球』
ミヒル・ロスカム・アビング/ポプラ社

・『栄養たっぷり！野菜のかんたん作りおき』
新星出版社編集部/新星出版社

・『奇跡の大自然図鑑』スミソニアン協会/東京書籍                
他

令和 3 年4月号
　この春もたくさんの方々が新生活をスタートさせたことと思います。新た

な目標に向かって、新しいことを始めるのにふさわしい時期です。日々の

暮らしにどうぞ生涯学習センター「りゅうがく館」をお役立てください。

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

子どもと一緒に覚えたい
貝殻の名前
東海大学海洋学部

/マイルスタッフ
　たくさんの種類でなく、
１つ１つをディープに紹
介。われた状態や見間違
えやすい種類など独自の
視点が満載です。

サキの忘れ物
津村記久子/新潮社
　手に取りやすい短編小
説集。ほっと一息つける
ような、考えさせられる
ような、前向きになれる
ようなお話。

目で見るSDGｓ時代の環
境問題
ジェス・フレンチ/さ・え・ら書房
　 私たちが毎日生み出
すゴミは地球にどんな影
響を与えているでしょう
か？　私たちになにがで
きるか、おもしろいアイ
ディアがいっぱいです。

ヒックとドラゴン
ドラゴン大図鑑
クレシッダ・コーウェル/小峰書店
　これは、有名なドラゴ
ン博士である、ヒック・ホ
レンダス・ハドック三世
が少年のころに書いたも
のです。

令和２年度　

第１８回龍郷町短歌・俳句・川柳コンクール
たくさんの応募、ありがとうございました。

受賞者については本誌３ページをご覧ください。
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チケット販売

４月１日  木  ～

第４回九州沖縄わ・和・輪企画

わきゃシマの玉黄金

2 february

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　   　   し 　 ほ

冨永 紫帆ちゃん  R２.３.17生

  芦徳　父  信雄   母   史子

　　　　　　　　   しおり

和田 汐莉ちゃん  R２.３.20生

  大勝　父  走太   母  聖美

元気いっぱい！

お
姉

ちゃんと仲良く元気に育ってね
♪
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アマシバ
　花が満開になると雪が降り積もったように見え

非常に綺麗です。

　その名の通り若葉はほのかに甘味があります。食

べ物があまり無かった時代はオヤツ代わりに食べ

ていたそうです。私も実際試しに食べたことがあり

ますが、確かに甘味がありました。

　この他にも奄美は食べられる植物は多いので探

して食べ比べてみても面白いかもですね。

【
2
月
届
出
】

お
誕
生
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め
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と
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ざ
い
ま
す 敬
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祐
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濱
田

　ツ
ギ
エ

當

　俊
美

重
田

　ミ
ツ

竹
山

　テ
ル
エ

川
畑

　美
枝
子

藤
山

　雄
治

大
山

　ツ
ヤ
子

久
場

赤
尾
木

浦  

愛
寿
園

嘉
渡 

龍
郷
の
里

嘉
渡 
龍
郷
の
里

芦
徳

大
勝

嘉
渡

嘉
渡 

龍
郷
の
里

(

63)
(

78)
(

97)
(

91)
(

98)
(
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(
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嘉
渡
老
ク

・
安
田  

佐
都
子（
故 

大
山  

ツ
ヤ
子
）      

社
協

幾
里
集
落
／
老
ク
幾
里
稲
穂
会
／
老
ク
秋
名
稲
葉
会

・
竹
田  

初
雄（
故 

竹
田  

シ
ズ
コ 

）
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「
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已 

様

新型コロナウイルス感染症 ワクチン接種

龍郷町公式ホームページ

　龍郷町では、国の示す接種順位に沿って、ワクチン接種がで

きるよう準備を進めています。高齢者の方から4月中旬をめど

に接種券を発送いたします。

　また、町民の皆様に安心してワクチン接種をしていただけるよ

う、ワクチン接種に関する情報を龍郷町公式ホームページにて

随時更新しますので、ご確認ください。

　引き続き、基本的な感染予防の徹底をよろしくお願いします。

接種券、接種方法等のご相談（平日９時～17時）
龍郷町ワクチン接種コールセンター
☎０９９７（６９）４５７９

副反応等のご相談（土日祝含む10時～17時）
コロナ相談かごしま
☎０９９（８３３）３２２１ワクチンに関する情報はこちら→

4月17日以降は
土日祝日も実施

り
ょ
う
と

 

ら   

あ   

た

は 

な 

み
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：７件 2021.３.８現在

問  役場生活環境課☎（６９）４５２５

問  役場町民税務課☎（６９）４５１３納付書に関して…

全国のコンビニエンスストアで
町税等のお支払いが可能になります

令和３年４月以降に発行する納付書については、
全国のコンビニエンスストアでもお支払い可能になります。

バーコード付き納付書であることを
ご確認ください

バーコードをスマホアプリで読み取ることで、

スマホアプリでの決済も可能になります

バーコード

スマホアプリでの決済
PayB 決済サービス
LINE Pay請求書支払い
PayPay請求書払い
ゆうちょPay
au PAY請求書支払い
楽天銀行コンビニ支払い
サービス（アプリで払込票支払）
他

夜間や休日を問わずお支払い可能
以下の納付書はコンビニではお支払できません

・バーコードのないもの　・汚れや破損でバーコードが読み取れないもの
・金額を訂正しているもの　
・納付書1枚当たりの金額が30万円を超えるもの
・納付期限を過ぎたもの

税および料金の内容につきましては、各担当課へお問い合わせください
※詳細は納付書をご確認ください

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

保セ…どぅくさぁや館 がく館  …りゅうがく館

■保健センター開放
　子育てサロン
■でぃでぃ

■保健センター開放
■でぃでぃ

　

　　
■保健センター開放

入学式/始業式
■春の全国交通安
全期間（～15）

　
■保健センター開放

■たつごう在宅家族
の会 がく館 13：30～

■ 乳 児 健 診 保 セ  
12：30～

■保健センター開
放・子育てサロン  
■でぃでぃ

　
■保健センター開放

■保健センター開放
定例駐在員会

■３歳半健診 保セ 
12：30～

■２歳半５歳児歯
科健診 保セ 13：00～

■保健センター開
放・相談日
■でぃでぃ

■わくわく体操教室
がく館 18：00～19：30

民児協定例会
■保健センター開放

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：３月１日

旧：３月15日

龍郷町行事予定４月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30


